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皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
新
年
を
お
迎
え
で

し
ょ
う
か
。

昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
、
数
多
く
の
台
風
の
上
陸
、

新
潟
中
越
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
地
球
温

暖
化
等
の
影
響
か
、
自
然
の
営
み
も
、
そ
の
サ
イ
ク

ル
に
や
や
変
調
を
き
た
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
人
選

手
の
大
活
躍
が
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し

た
。大

磯
町
に
と
っ
て
は
、
度
重
な
る
不
祥
事
に
つ
い

て
町
民
の
皆
様
に
は
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

大
磯
の
正
月
は
、
明
る
い
陽
光
に
キ
ラ
キ
ラ
光
る

相
模
湾
、
た
お
や
か
に
座
わ
る
高
麗
鷹
取
の
山
並
が

新
鮮
な
空
気
に
洗
わ
れ
そ
の
姿
は
大
変
美
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

家
族
の
皆
さ
ん
が
打
ち
揃
い
、
近
く
の
神
社
に
こ

の
年
の
平
安
を
祈
る
光
景
が
展
開
し
、
精
神
的
に
落

ち
着
く
期
間
と
し
て
、
ま
た
、
過
去
を
振
り
返
り
未

来
に
眼
を
向
け
る
区
切
り
の
時
と
し
て
、
古
来
日
本

人
の
心
に
定
着
し
た
正
月
の
形
が
、
今
も
色
濃
く
受

け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
立
て
ら
れ
ま

し
た
か
。

地
方
行
政
は
、
全
国
的
に
進
む
市
町
村
合
併
や
国

の
三
位
一
体
改
革
、
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係
づ
く

り
な
ど
、
地
方
分
権
の
急
速
な
流
れ
の
中
、
今
ま
さ

に
正
念
場
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
抜
本
的
な
改

革
を
な
く
し
て
眼
前
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
今
の
状
況
を
見
て
い
ま
す
と
、
シ
ス

テ
ム
の
改
革
だ
け
が
先
行
し
、
こ
れ
に
過
大
な
期
待

を
寄
せ
る
事
に
も
危
険
性
が
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
改
革

だ
け
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
事
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
自
己
責
任
・
自
己

決
定
の
原
則
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
持

つ
課
題
や
可
能
性
に
対
応
し
た
自
主
的
な
行
財
政
運

営
改
革
の
方
向
性
を
明
確
に
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
で
は
、
一
昨
年
か
ら
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え

た
計
画
的
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
失
墜
し
た
町
政
に
対
す
る
信
頼
感
を
取
り

戻
し
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
大
磯
の
明

る
い
春
を
迎
え
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

大磯町長
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◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
1
内
線
２
１
３

（国府新宿）
元体育指導委員

守屋貞子さん
（黒岩）

元青少年指導員

安永一夫さん
（大磯）

元青少年指導員

江川研一さん
（大磯）

元青少年指導員
（大磯）

元青少年指導員

岩井喜久枝さん
（西小磯）
元青少年指導員

町

例
表
彰町
の
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
福
祉
、
教
育
、

産
業
の
振
興
、
文
化
の
向
上
な
ど
町
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
や
、
多
年
に
わ
た
り
町
行
政
に

尽
力
さ
れ
た
方
に
対
し
、
今
年
度
は
次
の
6
名

の
方
が
、
1
月
4
日
の
賀
詞
交
換
会
の
席
上
で

表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
順
不
同
）

須藤清さん
（寺坂）

植松米子さん
（生沢）

体育指導委員功労者
文部科学大臣表彰

（財）全国統計協会連合会
会長表彰

経済産業大臣表彰神奈川県知事表彰

全国体育指導委員
功労者表彰

石井澄子さん
（国府新宿）

重村静子さん
（国府新宿）

古瀬カヨ子さん
（高麗）

◎
問
い
合
わ
せ

企
画
室
　
1
内
線
２
０
７

◎
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
４

11
月
27
日（
土
）、
第
54
回
神
奈
川
県
統
計
大
会

に
お
い
て
、
統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

数
多
く
の
統
計
調
査
に
従
事
し
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
次
の
3
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
席
上
で
経
済
産
業
省
所
管
統
計
調

査
功
労
統
計
調
査
員
と
し
て
、
飯
倉
佐
智
代
さ
ん

（
国
府
新
宿
）に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
18
日（
木
）、
兵
庫
県
立
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
平
成
16
年
度
全
国
体
育
指
導
委
員

協
議
会
研
究
大
会
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た

る
社
会
体
育
の
振
興
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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新
春
を
迎
え
、
消
防
職
員
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
職
務
遂
行
へ

の
決
意
を
新
た
に
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
消
防
部
隊
の
観
閲
、
消
防
業
務
等
に
係
る
表
彰
、
消

防
団
員
と
消
防
職
員
に
よ
る
演
技
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き

1
月
9
日（
日
）

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

大
磯
運
動
公
園
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
時

は
、
国
府
小
学
校
体
育
館
）

※
式
典
当
日
は
、
午
前
8
時
に

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

消
防
署
　
1（
61
）０
９
１
１

新
成
人
を
祝
っ
て
成
人
式
記
念
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
実
行
委
員
会
の
企
画
、
運
営
に
よ
り
、
立
食
パ
ー
テ
ィ

ー
形
式
で
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
着
く
ず
れ
直
し
」
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
欠
席
さ
れ
た
方
に
も
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
２
月
28
日
ま
で
に（
土
日
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
）教

育
委
員
会
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

1
月
10
日（
月
・
祝
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分（
受
付
午
後
1
時
〜
）

▼
と
こ
ろ

大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　
国
際
会
議
場

◎
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３

今
年
1
年
の
健
康
と
四
海
平

安
を
祈
願
す
る
寒
中
水
泳
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

毎
年
大
寒
の
最
中
に
行
わ
れ

る
こ
の
大
会
は
、
大
漁
旗
と
参

加
者
の
赤
ふ
ん
ど
し
の
締
め
込

み
姿
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

▼
と
き

1
月
23
日（
日
）

午
前
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

北
浜
海
岸（
か
ぶ
と
岩
前
）

※
参
加
希
望
の
方
は
、
直
接
現

地
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
水
泳
部

戸
塚
宅
　
1（
61
）
２
３
９
９

運動公園 

スタート ゴール 

城山トンネル 

大磯
駅 

大磯郵便局大磯郵便局 大磯郵便局 

化粧坂交差点 

鴫立庵 
大磯中学校 福祉センター 

　　　さざれ石 

大磯小学校 

大磯警察署 

馬場公園 

六所神社 

JR東海道線
 

JR東海道新幹線 

アマダグループ 
大磯寮 

生沢生沢プール 生沢プール 県立おおいそ学園 

東の池東の池 東の池 

普門寺バス停 

生沢架道橋 

小田原厚木道路 
大磯インター前 

王福寺 

虫窪スポーツ広場 

消防団 
第9分団前 

西久保バス停西久保バス停 西久保バス停 

大磯恒道園 

黒岩公民館 

《5区  3.40km》 

総距離 
22.90km

《4区  2.40km》 

《7区  3.20km》 

《1区  3.50km》 

《3区  4.15km》 

《2区  3.25km》 

《6区  3.00km》 

Ｓ 

１ 

Ｓ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

Ｇ 

２ 
３ 

４ ６ 
５ 

Ｇ 

スタート 

第1中継所 

第2中継所 

第3中継所 

第4中継所 

第5中継所 

第6中継所 

ゴール 

コース図 

◆お願い◆
沿道での応援の際は、選手の体に触れたり、自動車などでの伴走は
絶対に行わないよう、選手の安全な走行にご協力をお願いします。
※第５中継所が変更になりました。

大
磯
一
周
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
沿
道
の
皆
さ
ん
の
盛
大
な
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
出
場
チ
ー
ム
の
募
集
は
す
で
に
締
め
切
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き

１
月
16
日
（
日
）
午
前
8
時
20
分
開
会
式
、
午
前
９
時
大
磯
運
動

公
園
ス
タ
ー
ト

▼
と
き

１
月
14
日
（
金
）

火
入
れ
は
午
後
７
時（
予
定
）

▼
と
こ
ろ

北
浜
海
岸

※
関
連
記
事
　
14
・
16
ペ
ー
ジ

１
月
９
日

１
月
23
日

１
月
10
日

◎
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
４

１
月
16
日

１
月
14
日
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大
磯
運
動
公
園
で
は
、
大
人
気
の

そ
り
ゲ
レ
ン
デ
を
平
日
の
午
前
中
に

限
り
、『
ち
び
っ
こ
そ
り
ゲ
レ
ン
デ
』

と
し
て
、
小
学
生
未
満
の
お
子
様
に

も
保
護
者
同
伴
の
う
え
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。（
春
・
夏
・
冬

休
み
期
間
は
除
く
）

『
ち
び
っ
こ
そ
り
ゲ
レ
ン
デ
』
は

通
常
よ
り
も
低
い
位
置
か
ら
短
い
距

離
を
滑
る
の
で
、
小
さ
な
お
子
様
で

も
安
心
で
す
。

利
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
大
磯

運
動
公
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
利
用
案
内

◎
開
園
時
間

9
時
〜
21
時

〈
そ
り
ゲ
レ
ン
デ
開
設
時
間
〉

10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時

◎
開
園
期
間

1
月
5
日
〜
12
月
27
日

（
野
球
場
は
3
月
1
日
〜
11
月
30

日
）

◎
休
園
日

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）

▼
運
動
公
園
の
休
園
施
設
・
日
時

（
1
月
）

※
次
の
日
時
は
運
動
公
園
の
各
施
設

が
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
1
月
8
日（
土
）
終
日

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド（
消
防
出
初

式
準
備
に
よ
る
）

○
1
月
9
日（
日
）
9
時
〜
12
時

全
施
設（
消
防
出
初
式
実
施
に
よ

る
）

○
1
月
16
日（
日
）
9
時
〜
15
時

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
南
側
駐
車

場（
大
磯
一
周
駅
伝
大
会
開
催
に

よ
る
）

◎
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
公
園
み
ど
り
班

（
大
磯
運
動
公
園
管
理
棟
内
）

1（
61
）８
８
２
２

1
月
下
旬
か
ら
下
水
道
の
接
続
等

の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
未
接
続
の
世
帯
に

接
続
の
お
願
い
を
す
る
と
と
も
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
公
共
汚
水
ま
す
の
目

視
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。
調
査
に

あ
た
っ
て
は
、
町
が
委
託
し
た
業
者

の
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
町
が
発
行
し
た

調
査
員
証
を
携
帯
し
訪
問
時
に
提
示

し
ま
す
。
ま
た
、
不
在
の
場
合
は
、

次
回
の
訪
問
予
定
を
記
載
し
た
連
絡

票
を
投
函
し
、
許
可
な
く
宅
内
に
入

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
地
域

供
用
開
始
3
年
を
過
ぎ
た
、
高
麗

1
〜
3
丁
目
、
東
町
1
〜
3
丁
目
、

大
磯
地
区
の
長
者
町
、
山
王
町
、
神

明
町
の
一
部
、
北
下
町
の
一
部

▼
対
象
世
帯

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
世
帯

▼
注
意

最
近
、
町
の
委
託
と
見
せ
か
け
た

点
検
商
法
が
発
生
し
ま
し
た
。
町
で

は
、
宅
内
排
水
設
備
の
点
検
や
清
掃

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
不
審
に
思

っ
た
時
は
、
身
分
証
等
を
提
示
さ
せ

た
り
、
町
下
水
道
課
で
確
認
す
る
な

ど
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
　
1
内
線
２
１
４

現
在
、
国
土
交
通
省
が
国
道
1
号

の
湘
南
農
業
協
同
組
合
大
磯
東
支
店

前
か
ら
大
磯
中
学
校
手
前
ま
で
の
区

間
に
つ
い
て
電
線
共
同
溝
の
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
歩
道
整
備
が
行
わ
れ
る
に

あ
た
り
、
皆
様
の
意
見
を
参
考
に
し

て
国
へ
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
自
由

な
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

①
歩
道
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

②
植
栽
の
樹
木
に
つ
い
て

③
街
灯
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

④
そ
の
他
街
並
み
に
つ
い
て
の
意
見

な
お
、
意
見
の
た
め
の
様
式
は
特

に
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、「
国
道
1
号

歩
道
整
備
の
意
見
」
と
明
記
の
う
え
、

前
述
の
項
目
ご
と
に
意
見
を
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送

〒
255
―
８
５
５
５
　
大
磯

町
役
場
　
都
市
整
備
課

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
61
）１
９
９
１

○
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

toshikanri@
tow
n.oiso.kanagaw

a.
jp○

提
出
期
限

1
月
31
日
（
月
）

※
電
線
共
同
溝
と
は
、
道
路
空
間
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
美
し
い
街
並

み
を
つ
く
り
、
災
害
時
に
お
け
る
二

次
災
害
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に

地
上
に
あ
る
電
線
を
ま
と
め
て
歩
道

の
地
下
に
収
容
す
る
施
設
の
こ
と

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
　
1
内
線
２
３
２

監
査
委
員
罷
免
特
別
委
員
会
は
、

本
案
件
の
賛
否
を
公
述
す
る
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。
公
聴
会
の
傍
聴
を

希
望
す
る
方
は
、
当
日
議
会
事
務
局

ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
傍
聴
者
数
に
は
会
場
の
事

情
に
よ
り
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

1
月
11
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ

役
場
4
階
議
員
控
室

◎
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局
　
1
内
線
２
９
２

下
水
道
接
続
調
査
を
実
施
！

国
道
1
号
歩
道
整
備
の
意
見
を
募
集
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町
で
は
、
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
環
境
の
保
全
と
創
造
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、「
町
」、「
町
民
」、

「
事
業
者
」、「
滞
在
者
」を
取
り
組
む

主
体
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
持
ち
、
協
力
し
て
、
目
標

達
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
け
る
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
現
実
的
か
つ

実
効
性
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
次
の
と
お
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
及
び
主
な
内
容

▼
テ
ー
マ

河
川
環
境
の
保
全
と
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
取
り
組
み
方
法

▼
主
な
内
容

・
河
川
水
質
の
現
状
把
握
と
現
地
に

お
い
て
簡
易
な
調
査
・
清
掃
等

・
河
川
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
　
等

参
加
者
募
集

▼
募
集
人
数

約
10
名

▼
応
募
資
格

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
開
催
時
期

1
月
下
旬
か
ら
3
月
中
旬
の
土
曜

日
、
日
曜
日
又
は
祝
日
に
、
3
回

程
度
開
催
。

▼
開
催
場
所

現
地
河
川（
未
定
）・
保
健
セ
ン
タ

ー
等

▼
応
募
方
法

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
性
別
・
年
齢
を
記
載
）

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

1
月
5
日（
水
）〜
1
月
17
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

1（
72
）４
４
３
８

FAX（
71
）８
４
６
７

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
た
め
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
の
大
西
先
生
は
、
国
土
計
画
、

都
市
計
画
を
専
門
分
野
と
し
、『
逆

都
市
化
時
代
』の
著
書
の
中
で
、「
日

本
の
都
市
が
直
面
し
て
い
る
の
は
、

す
べ
て
の
都
市
が
や
が
て
人
口
減
少

局
面
を
迎
え
る
と
い
う
時
代
の
転
換

期
で
あ
る
。
日
本
の
都
市
は
そ
の
時

代
を
積
極
的
に
利
用
し
て
、
開
発
へ

の
圧
力
が
高
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
都

市
化
の
時
代
に
は
で
き
な
か
っ
た
都

市
と
自
然
と
の
共
生
と
い
う
よ
う
な
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
価
値
を
再
生
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
都
市
に
も
本

格
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
を
施
し
、
暮
ら

し
や
す
く
、
活
動
し
や
す
く
す
る
機

会
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

逆
都
市
化
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き

1
月
29
日（
土
）

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分（
午
後
1
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

▼
演
題

逆
都
市
化
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

〜
21
世
紀
の
理
想
都
市
を
め
ざ
し

て
〜

▼
講
師

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
分
野

大
西
　

教
授

▼
定
員

60
名（
1
月
4
日
か
ら
申
し
込
み

を
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
課
　
1
内
線
２
４
３

町
で
は
、
大
磯
町
環
境
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
環
境
の
保
全
及
び

創
造
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て

調
査
・
審
議
を
行
う
環
境
審
議
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

審
議
会
委
員
に
は
、
町
民
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
に
、
公
募
委

員
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
次

に
よ
り
参
加
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

2
名

▼
応
募
資
格

・
町
内
在
住

・
20
歳
以
上（
平
成
17
年
1
月
1

日
現
在
）

・
平
日
に
出
席
可
能
な
方（
た
だ

し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
議
員
、
常
勤
の
国
家
公
務

員
及
び
地
方
公
務
員
、
町
の
他

の
審
議
会
委
員
と
な
っ
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
。）

▼
応
募
方
法

「
大
磯
町
環
境
審
議
会
公
募
委

員
申
込
書
」
に
小
論
文
を
添
え
て
、

郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

小
論
文
の
テ
ー
マ
は
、「
私
が
考

え
る
こ
れ
か
ら
の
環
境
行
政
に
つ

い
て
」
で
、
次
の
様
式
に
よ
り
400

字
程
度
で
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

・
様
式

Ａ
4
横
書
き
400
字
詰
め
原
稿
用

紙
ま
た
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
場
合

は
、
Ａ
4
用
紙
横
書
き
で
、
20
字

20
行
、
文
字
サ
イ
ズ
18
ポ
イ
ン
ト

で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
2
年

▼
報
酬

条
例
に
定
め
る
額

▼
募
集
期
間

1
月
6
日（
木
）か
ら
1
月
19
日

（
水
）ま
で（
郵
送
の
場
合
は
、
当

日
消
印
有
効
）

▼
提
出
先（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

大
磯
町
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

（
〒
259
―
0103

大
磯
町
虫
窪
66
）

▼
そ
の
他

・
大
磯
町
環
境
審
議
会
公
募
委
員

申
込
書（
原
稿
用
紙
も
含
む
）は
、

役
場
1
階
ロ
ビ
ー
、
国
府
支
所

に
置
い
て
あ
る
他
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

・
応
募
者
が
2
名
を
超
え
た
と
き

は
、
選
考
委
員
会
に
よ
り
委
員

候
補
者
を
決
定

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

環
境
美
化
セ
ン

タ
ー

1（
72
）４
４
３

８

環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

環
境
基
本
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
河
川
環
境
）へ
の
参
加
者
募
集

ま
ち
づ
く
り

講
演
会
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【
飼
い
猫
の
登
録
】

最
近
、
飼
い
猫
が
交
通
事
故
に
遭

っ
た
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
等
の
話

が
増
え
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、
病
気
や

怪
我
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
猫
の
大
多

数
が
鑑
札
を
つ
け
て
い
な
い
た
め
、

飼
い
主
の
方
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

町
で
は
昭
和
63
年
か
ら
猫
の
登
録

制
度
を
行
っ
て
お
り
、
登
録
さ
れ
た

方
に
愛
猫
登
録
証
と
鑑
札
を
渡
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
町
へ
登
録
し
て
い
な
い
猫

を
飼
養
の
方
は
、
登
録
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

【
飼
い
猫
の
状
況
把
握
】

1
月
24
日
（
月
）
か
ら
2
月
24
日

（
木
）の
間
、
飼
い
猫
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
に
対
し
、
猫
の
飼
養
状
況
等

を
把
握
す
る
た
め
、
職
員
に
よ
る
訪

問
や
電
話
等
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

な
お
、
猫
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
で
、
既
に
猫
が
死
亡
し
て
い
る
、

譲
渡
し
た
な
ど
、
現
在
飼
育
し
て
い

な
い
場
合
は
、
町
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

1（
72
）４
４
３
８

農
林
業
関
係
者
を
対
象
に
、
我
が

国
の
農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
2
月
1
日

を
基
準
日
と
し
て
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
農
林
業
の
国
勢
調

査
と
も
言
わ
れ
、
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
5
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
重
要
な
調
査

で
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
1

月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
お
伺
い

し
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況

な
ど
の
記
入
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
ご
提
出
い
た
だ
く
調
査
票

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
統
計
作
成
以

外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

企
画
室
　
1
内
線
２
０
７

〜
飼
猫
登
録
は
お
済
み
で
す
か
〜

11
月
19
日（
金
）・
20
日（
土
）の
2

日
間
、
大
磯
町
・
国
府
町
合
併
50
周

年
を
記
念
し
、
初
の
試
み
と
し
て
町

と
Ｊ
Ａ
湘
南
と
の
共
催
に
よ
り
行
わ

れ
た
「
大
磯
ふ
れ
あ
い
農
産
物
ま
つ

り
２
０
０
４
」
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、

Ｊ
Ａ
湘
南
大
磯
支
所
及
び
国
府
支
所

駐
車
場
を
中
心
に
大
勢
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

国
府
支
所
で
行
わ
れ
た
農
産
物
品

評
会
に
は
249
点
が
出
品
さ
れ
、
76
点

が
入
賞
し
ま
し
た
。
優
秀
賞
は
次
の

と
お
り
で
す
。（

順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
大
根

熊
澤
　
和
枝

▼
キ
ャ
ベ
ツ

小
澤
　
猛
夫

▼
白
菜

熊
澤
　
広
子

▼
き
ゅ
う
り

柳
田
　
修
伸

▼
じ
ゃ
が
い
も

杉
山
　
公
男

▼
み
か
ん

松
本
　
栄
次

熊
澤
　
正
幸

松
本
　
秋
子

岩
田
　
光
司

▼
柿

渡
辺
　
幸
子

▼
農
産
物
加
工
品

（
な
ら
漬
）

仲
手
川
　
喜
代
子

（
梅
干
）

杉
山
　
　
巴

◎
問
い
合
わ
せ

経
済
観
光
課
　
1
内
線
２
６
２

品
評
会
の
結
果

農
林
業
関
係
者
の
皆
さ
ま
へ

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

12
月
1
日
付
け
で
、
50
名
（
主

任
児
童
委
員
2
名
含
む
）
の
民
生

委
員
児
童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の

高
齢
者
、
障
害
を
持
つ
人
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
な
ど
、
福
祉
の

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
身

近
な
相
談
役
で
す
。
ま
た
、
児
童

の
健
全
育
成
や
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
活
動
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど

へ
の
連
絡
調
整
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
は
、

地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
絡
先
は
担
当
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
1
内
線
３
０
３

心
配
ご
と
は
気
軽
に
相
談
を

〜
新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
〜



昨
年
10
月
に
新
潟
県
中
越
地
震
が

起
き
て
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
今
で
も
復
旧
作
業
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
で
阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
10
年
を
む
か
え
ま
し
た
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震

が
起
き
た
と
き
に
、
落
ち
着
い
て
行

動
で
き
る
よ
う
に
、
行
動
パ
タ
ー
ン

を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
落
ち
着
い
て
、
自
分
の
身
を
守
る

・
す
ば
や
く
火
の
始
末

・
ド
ア
や
窓
を
開
け
避
難
口
の
確
保

・
海
岸
付
近
で
は
、
津
波
に
備
え
す

み
や
か
に
高
台
へ
逃
げ
る

・
火
元
の
確
認
、
初
期
消
火

・
家
族
の
安
全
を
確
認

・
靴
を
履
く

・
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

・
隣
近
所
の
安
全
確
認

・
余
震
に
注
意

・
ラ
ジ
オ
等
で
情
報
を
確
認

・
電
話
は
な
る
べ
く
使
用
し
な
い

・
子
供
を
迎
え
に
行
く

・
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る

8

4
月
1
日
か
ら
自
転
車
駐
車
場

を
月
極
で
利
用
す
る
方
の
申
し
込

み
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
指

定
の
利
用
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
月
極
で
利
用
さ
れ

て
い
る
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

《
申
請
書
の
配
布
、
受
付
場
所
・

期
間
》

▼
配
布

1
月
11
日（
火
）〜

▼
受
付

2
月
1
日（
火
）〜
28
日

（
月
）

○
駅
前
東
・
西
自
転
車
駐
車
場

毎
日
午
前
6
時
〜
午
後
9
時
30

分○
役
場
1
階
地
域
協
働
課

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
な
お
、
3
月
1
日（
火
）以
降
は
、

役
場
の
み
で
受
付
し
ま
す
。

《
添
付
書
類
》

学
生
の
方
は
学
生
証
の
写
し
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

《
駐
車
場
所
・
料
金
》

平
成
17
年
度
か
ら
西
駐
車
場
1

階
は
、
月
極
の
自
動
二
輪
及
び
高

齢
者
・
障
害
者
の
利
用
を
優
先
し

て
行
な
い
ま
す
。
高
齢
等
の
方
は
、

申
請
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
般
自
転
車
は
2
階
、
原
動
機
付

自
転
車（
50
CC
）は
地
下
の
利
用
に

変
わ
り
ま
す
。

駐
車
場
所
・
料
金
は
、
左
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

利
用
し
た
い
場
所
な
ど
希
望
が

あ
る
場
合
は
、
申
請
書
の
特
記
事

項
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

希
望
が
重
複
し
て
い
る
等
の
理
由

で
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

地
域
協
働
課
　
1
内
線
２
６
６

町
営
自
転
車
等
駐
車
場

月
極
駐
車
利
用
の
募
集

東自転車 
駐 車 場 

西自転車 
駐 車 場 

1,200円 

1,500円 

2,500円 

1,200円 

1,500円 

2,500円 

3,500円 

4,500円 

2階 

1階・2階 

地下 

3階 

2階 

地下 

1階 

1階 

駐輪場名 区　分 

自転車 

自転車 

自動二輪車 

学生 
一般 

学生 
一般 

～125cc 
126cc～ 

階　層 駐車料（月） 

原動機付自転車 

原動機付自転車 

地
震
発
生
時

1
分
〜
2
分
後

3
分
後

5
分
後

5
〜
10
分
後

名　　　称 対象地区（東海道本線以南） 

名　　　称 地　区　名　等 

広
域
避
難
場
所 

指
定
避
難
所 

日本ＮＣＲ（株）大磯工場 

大磯中学校 

県立大磯城山公園 

大磯ロングビーチ 

平塚商業高等学校 

平塚工科高等学校 

大磯高等学校 

大磯小学校 

大磯中学校 

国府小学校 

国府中学校 

福祉センターさざれ石 

高麗（3丁目東海道本線以北） 

高麗（3丁目東海道本線以南） 

高麗（1丁目・2丁目）、東町、長者町 

山王町、神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、茶屋町、裡道 

台町、西小磯東、西小磯西 

中丸、馬場、月京、国府新宿 

生沢、寺坂、虫窪、黒岩、西久保、石神台 

要援護者 

高麗、東町、長者町、山王町 

神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、茶屋町、裡道、台町 

西小磯東、西小磯西、中丸（不動川以東） 

中丸（不動川以西）、国府新宿 



・
消
火
、
救
出
活
動

・
生
活
必
需
品
は
家
庭
で
の
備
蓄
で

ま
か
な
う

・
災
害
情
報
、
被
害
情
報
の
収
集

・
壊
れ
た
家
に
は
入
ら
な
い

・
引
き
続
き
余
震
に
注
意

・
集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
る

・
助
け
合
い
の
心
で

津
波
の
危
険
を
感
じ
た
ら

す
み
や
か
に
、
高
台
へ

津
波
は
1
度
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
注
意
報
や
警
報
が
解
除
さ
れ
る

ま
で
海
岸
に
は
近
づ
か
な
い
。

地
震
の
延
焼
火
災
等
か
ら
身
を
守
る

に
は

広
域
避
難
場
所
へ

津
波
の
場
合
や
、
地
震
が
発
生
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
避
難
す

る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
災
に
よ
っ
て
自
宅
等
で
生
活
で
き

な
い
方
は

指
定
避
難
所
へ

家
庭
で
の
生
活
と
違
い
、
集
団
で

の
生
活
で
す
。
み
ん
な
で
助
け
合
っ

て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
担
当
　
1
内
線
２
４
１

9

大
磯
駅
 

平塚商業高等学校 

平塚工科高等学校 

大磯高等学校 

大磯小学校 

福祉センターさざれ石 

大磯中学校 

県立大磯城山公園 

大磯ロングビーチ 

国府小学校 

国府中学校 
日本NCR（株） 

指定避難所 
広域避難場所 

※大磯中学校は両方の避難対象に 
　なっています。 

10
分
〜
数
時
間
後

〜
3
日
後
く
ら
い

避
難
生
活

避
難
場
所
は
？

広域避難場所 
指定避難所 
広域避難場所 
指定避難所 

保
護
命
令
の
対
象
を
子
供
や
離

婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
退
去
命
令
の
期
間
を

2
か
月
に
延
長
す
る
な
ど
を
柱
と

し
た
改
正
法
が
成
立
し
、
平
成
16

年
12
月
2
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
の
主
な
内
容

①
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の
定

義
の
拡
大

②
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

・
離
婚
後
も
暴
力
が
続
く
場
合
、

元
配
偶
者
も
対
象
と
す
る
。

・
被
害
者
と
同
居
す
る
未
成
年
の

子
ど
も
も
接
近
禁
止
命
令
の
対

象
と
す
る
。

・
退
去
命
令
の
期
間
を
2
か
月
に

拡
大
す
る
。

・
退
去
命
令
に
つ
い
て
も
再
度
の

申
し
立
て
を
可
能
と
す
る
。

内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

（h
ttp
://w

w
w
.g
en
d
er.g
o.jp
/

e-v
aw
/in
d
ex
.h
tm

）

◎
問
い
合
わ
せ

地
域
協
働
課
　
1
内
線
２
６
６

〜
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
〜

警
察
で
は
、「
路
上
強
盗
」、「
ひ

っ
た
く
り
」、「
空
き
巣
」な
ど
の

街
頭
犯
罪
を
抑
止
し
、
犯
人
を
検

挙
す
る
た
め
「
街
頭
犯
罪
等
抑
止

・
検
挙
特
別
対
策
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

制
服
警
官
の
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル

や
「
声
か
け
活
動
」
に
よ
り
犯
罪

抑
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
不
審
者
、
不
審
な
車
を
見
た

○
犯
罪
を
見
た
、
聞
い
た

な
ど
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
情
報
提
供
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

大
磯
警
察
署
生
活
安
全
課

1（
72
）０
１
１
０

防
犯
対
策
に
ご
協
力
を

〜
年
末
･
年
始
を
安
全
に
〜



10

【
土
地
・
家
屋
の
納
税
義
務
者
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
の
届
出
】

相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
土
地
・

家
屋
の
納
税
義
務
者
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
や
、
納
税
義
務
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
後
に
変
更
を
行
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
納
税
義
務
者
の
変
更
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
】

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年
1
月

1
日
に
現
存
す
る
建
物
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

取
り
壊
し
た
こ
と
を
お
申
出
く
だ
さ

い
。

【
償
却
資
産
の
申
告
は
1
月
25
日
ま

で
に
】

償
却
資
産
を
所
有
の
方
は
、
1
月

1
日
現
在
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、

そ
の
状
況（
資
産
の
種
類
・
取
得
価

格
・
取
得
時
期
・
耐
用
年
数
等
）を

1
月
25
日（
火
）ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る

方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る（
使
用
し
て
い
る
、
い
な
い

は
問
い
ま
せ
ん
）機
械
・
器
具
・
備

品
な
ど
で
他
の
税（
自
動
車
・
軽
自

動
車
税
等
）の
対
象
と
な
ら
な
い
有

形
固
定
資
産
を
い
い
ま
す
。

申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

・
耐
用
年
数
1
年
未
満
ま
た
は
取
得

価
格
が
10
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資

産
で
、
法
人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り

一
時
に
損
金
に
算
入
さ
れ
た
も
の
。

・
税
務
会
計
に
お
い
て
、
取
得
価
格

が
10
万
円
以
上
20
万
円
未
満
の
減
価

償
却
資
産
で
、
事
業
年
度
ご
と
に
3

年
間
で
一
括
償
却
す
る
場
合
。

◎
問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
内
線
２
５
５
・
２
５
６

【
所
得
税
の
還
付
申
告
書
は
1
月
か

ら
提
出
で
き
ま
す
】

税
務
署
の
窓
口
で
は
、
1
月
4
日

（
火
）か
ら
所
得
税
の
還
付
申
告
書
の

提
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。申
告
期

間
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
還
付
金
の
受
取
り
は
、
ご

本
人
の
預
貯
金
口
座
を
ご
指
定
く
だ

さ
い
。

国
税
庁
で
は
、
税
金
の
電
話
相
談

（
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
）や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
申
告
書
の
作
成
案
内
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
相
談

・
東
京

1（
03
）３
２
１
３
―
２
２
２
２

・
横
浜

1（
045
）６
４
１
―
２
２
２
２

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

◎
問
い
合
わ
せ

平
塚
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

1（
22
）１
４
０
０

今
回
は
11
月
27
日
・
28
日
に
行
わ

れ
た
「
お
お
い
そ
文
化
祭
」
に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

滄
浪
閣
に
て
行
わ
れ
た
お
お
い
そ

文
化
祭
に
は
、
大
勢
の
人
が
い
て
、

と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
の
中
は
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
と

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
発
表
部
門
に
大
き

く
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
を
華
や
か
に
し
て
い
た
生
花

の
展
示
や
、
風
景
や
動
物
な
ど
を
写

し
た
写
真
の
コ
ー
ナ
ー
、
そ
の
他
、

俳
句
や
油
絵
、
水
墨
画
な
ど
が
大
き

な
会
場
に
展
示
さ
れ
、
私
は
ど
こ
か

の
美
術
館
に
来
た
よ
う
な
感
覚
に
な

り
ま
し
た
。

2
階
の
展
示
会
場
で
は
、
大
磯
の

照
ヶ
崎
海
岸
に
飛
来
す
る
ア
オ
バ
ト

を
観
察
し
、
そ
の
生
態
に
つ
い
て
写

真
や
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
た
り
、
壁

に
黒
い
布
を
貼
り
、
そ
の
上
に
オ
リ

オ
ン
座
や
北
斗
七
星
な
ど
の
星
を
散

り
ば
め
た
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

離
れ
た
所
か
ら
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、

机
に
置
か
れ
た
天
体
の
絵
を
覗
く
と
、

本
当
に
夜
空
を
眺
め
て
い
る
よ
う
な

気
分
を
味
わ
え
ま
し
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
粘
土
細
工
や

陶
芸
、
布
で
小
物
を
作
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
あ
り
、
教
え
る
人
も
体
験
す

る
人
も
、
皆
楽
し
そ
う
に
作
っ
て
い

ま
し
た
。

中
で
も
、
絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

絵
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ
に
果
物
や
花
な

ど
を
題
材
に
描
き
、
好
き
な
言
葉
を

入
れ
て
、
絵
手
紙
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
最
近
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

年
賀
状
が
多
い
の
で
、
こ
う
し
た
手

作
り
の
年
賀
状
を
も
ら
っ
た
ら
、
誰

で
も
う
れ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
粘
土
づ
く
り
と
お
抹
茶
を
体

験
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
く
さ

ん
の
人
で
混
ん
で
い
て
、
残
念
な
が

ら
体
験
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

吹
奏
楽
な
ど
の
演
奏
も
時
間
が
な
く

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
は
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
、

大
磯
の
様
々
な
文
化
に
触
れ
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

（
森
山
美
幸
）

◎
問
い
合
わ
せ

企
画
室
　
1
内
線
２
０
７

No.8
▲絵手紙つくりを体験
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今
年
は

”と
り
“
年
。
干
支
で

は
「
酉
」
の
字
を
当
て
ま
す
が
、

「
鶏
」「
鳥
」な
ど
の
字
が
一
般
的
で

す
。
俳
句
で
は
春
の
季
語
と
し
て

「
初
鶏（
は
つ
と
り
）」と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
こ
れ
は
正
月
元
旦
の
輝

か
し
い
朝
の
到
来
を
告
げ
る
鶏
鳴

の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

高
浜
虚
子
の
句
に

と
あ
り
、「
漆
黒
の
闇
の
中
で
天
地

の
万
物
が
、
鶏
の
声
と
と
も
に
清

新
な
息
吹
を
、
静
か
に
あ
げ
始
め

て
ゆ
く
気
配
の
感
じ
ら
れ
る
名
句
」

（『
鶏
』山
口
健
児
著
）と
評
さ
れ
て

い
ま
す
。

中
国
で
も
古
く
か
ら
1
月
1
日

を

”鶏
の
日
“
と
し
て
、
元
旦
を

”鶏
旦
“
と
も
呼
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。

さ
て
、「
初
鶏
」
と
と
も
に
新
し

い
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

図
書
館
所
蔵
の

”と
り
“
の
本

・
世
界
の
鳥
の
民
話（
日
本
民
話
の

会
外
国
民
話

研
究
会
編
訳
）

・
鳥
を
語
る（
中

西
悟
堂
著
）

・
鳥
の
水
浴
び

（
庄
野
潤
三
著
）

・
家
な
き
鳥（
グ
ロ
リ
ア
・
ウ
ィ
ー

ラ
ン
著
）

・
孤
独
な
鳥
が
う
た
う
と
き（
ト
マ

ス
・
Ｈ
・
ク
ッ
ク
著
）

・
ザ
・
ビ
ッ
グ

イ
ヤ
ー
　
世

界
最
大
の
バ

ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
競
技
会
に
挑
む
男
と
鳥

の
狂
詩
曲（
マ
ー
ク
・
オ
ブ
マ
シ

ッ
ク
著
）

Ｃ
Ｄ
で
は
・
・
・

・
日
本
野
鳥
大
鑑
　
鳴
声
420
（
蒲

谷
鶴
彦
ほ
か
解
説
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
野
鳥
百
景
サ
ウ
ン
ド
ト

ラ
ッ
ク（
元
道
俊
哉
作
曲
）

他
多
数

図
書
館
で
は
曜
日
に
よ
っ
て
テ

ー
マ
を
決
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
画

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
映

画
会
の
作
品
決
定
か
ら
上
映
ま
で
、

お
願
い
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

詳
細
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
の
楽
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
り
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

○
と
き

1
月
19
日（
水
）、
26
日

（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
と
こ
ろ

図
書
館
本
館
大
会
議

室
○
内
容

1
回
目
は
お
は
な
し
会

の
基
礎
知
識
、
お
は
な
し
を
中

心
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
み

方
な
ど
を
学
び
、
2
回
目
は
希

望
者
が
お
は
な
し
会
の
実
演
を

行
い
、
講
評
を
受
け
ま
す
。

○
講
師

平
田
美
恵
子
さ
ん

《
略
歴
》
聖
心
女
子
学
院
初
等

科
教
諭
を
経
て
、
主
に
小
学
校

を
中
心
に
、
20
数
年
に
渡
っ
て

お
は
な
し
を
語
る
。現
在
”語
り
“

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
講

師
と
し
て
活
躍
。
主
な
著
書
は
、

『
お
は
な
し
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、

『
子
ど
も
に
語

る
イ
タ
リ
ア

の
昔
話
』
な

ど
。

○
定
員

先
着
40
名

○
申
込
み

1
月
6
日（
木
）午
前

9
時
30
分
か
ら
来
館
ま
た
は
電

話
に
て
受
付

＊
2
回
と
も
、
受
講
で
き
る
方
に

限
り
ま
す
。

＊
託
児
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

図
書
館
　
1（
61
）３
０
０
２

特
集
”と
り
“
の
本

映
画
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

児
童
サ
ー
ビ
ス
講
座
「
お
は
な

し
会
の
作
り
方
」
受
講
者
募
集

昔
か
ら
笑
い
が
幸
せ
を
呼
ぶ
と
い

う
”
こ
と
わ
ざ
“
が
あ
り
ま
す
が
、

百
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
っ
た
科
学
的

な
研
究
か
ら
も
、
そ
の
効
能
が
明
ら

か
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

楽
し
く
笑
う
と
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ
の

β
―
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
が
増
し
、
Ｎ

Ｋ
細
胞（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
）

の
活
動
が
活
発
に
な
る
事
か
ら
風
邪

を
引
か
な
い
、
疲
れ
な
い
、
痛
み
が

和
ら
ぐ
、
免
疫
力
が
上
が
る
、
更
に

は
人
と
の
関
係
が
良
く
な
る
等
、
心

身
に
様
々
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

大
笑
い
と
Ｎ
Ｋ
細
胞

私
達
の
体
内
で
毎
日
生
ま
れ
て
い

る
が
ん
細
胞
に
対
し
て
も
、
天
然
の

殺
し
屋
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
の

働
き
が
活
発
に
な
り
、
次
々
に
退
治

し
て
発
病
を
と
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

笑
い
は
老
化
を
遅
ら
せ
る

お
な
か
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
笑

う
と
、
太
極
拳
の
よ
う
に
腹
式
呼
吸

が
促
さ
れ
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、
血

液
の
循
環
が
良
く
な
り
ま
す
。
ぼ
け

な
い
人
た
ち
の
共
通
点
は
物
事
を
前

向
き
に
捉
え
、
好
奇
心
を
失
わ
ず
く

よ
く
よ
悩
ま
な
い
人
が
多
い
と
い
い

ま
す
。
自
分
自
身
を
前
向
き
に
保
ち

元
気
に
笑
っ
て
い
れ
ば
、脳
内
に
は
脳

細
胞
を
活
性
化
し
て
か
ら
だ
を
元
気

づ
け
る
良
い
ホ
ル
モ
ン
が
出
ま
す
。

リ
ウ
マ
チ
の
痛
み
に
も
効
果

日
本
医
科
大
学
の
吉
野
教
授
の
実

験
で
は
、
は
な
し
家
を
呼
ん
で
落
語

で
１
時
間
た
っ
ぷ
り
笑
っ
た
前
後
に

検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
普
通
は
強

力
な
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
な
ど
を

使
わ
な
い
と
下
が
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ロ
イ
キ
ン
と
い
う
値
が
、
普
段
の
半

分
以
下
に
下
が
り
、
大
半
の
人
が
３

週
間
鎮
痛
剤
が
い
ら
な
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。

笑
い
は
血
糖
値
を
下
げ
る

国
際
科
学
振
興
財
団
「
心
と
遺
伝

子
研
究
会
」
が
行
っ
た
実
験
で
は
、

食
後
に
大
学
の
先
生
に
糖
尿
病
の
話

を
聞
い
た
後
と
、
お
笑
い
芸
人
の
漫

才
を
聞
い
た
後
の
血
糖
測
定
を
比
べ

た
と
こ
ろ
、
笑
っ
た
後
の
方
が
血
糖

値
の
上
昇
を
抑
え
ら
れ
た
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
、
世
界
各
国
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

笑
っ
て
出
そ
う
ア
ル
フ
ァ
波

笑
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
脳
波

は
ア
ル
フ
ァ
波
状
態
に
な
り
、
ス
ト

レ
ス
を
軽
く
し
、
脳
を
活
性
化
さ
せ

て
か
ら
だ
の
免
疫
力
を
高
め
る
β
―

エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
が
脳
内
に
分
泌
さ

れ
ま
す
。

さ
あ
皆
さ
ん
今
年
は
た
く
さ
ん
笑

い
ま
し
ょ
う
！

◎
問
い
合
わ
せ

子
育
て
介
護
課
　

下
澤
　
1
内
線
３
０
８

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
●118

笑
い
と
健
康

〜
笑
う
門（
顔
）に
は
福
来
る
〜
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役場 161-4100
■問 問い合わせ
■申 申し込み

３月27日（日）に開催する西行祭
の献詠俳句・短歌を募集します。
皆さまの応募をお待ちしておりま
す。
s題 俳句･･･雑詠二句

短歌･･･自由二首
※未発表の作品に限ります

s応募方法 半紙または原稿用紙
に、筆またはペンで住所、氏名
（または雅号）、電話番号を楷書
（フリガナ付記）で明記し、90円
切手を貼った返信用封筒を同封
して、封書で申し込みください。

s締切 １月31日（月）
■問・■申 経済観光課　1内線264
〒255-8555
大磯町役場経済観光課

「西行祭献詠俳句・短歌募集」係

ハワイアン音楽及びフラダンス
で、常夏の島ハワイの雰囲気を楽
しみませんか。なお、参加費の一
部は町社会福祉協議会へ寄付いた
します。
sとき １月22日（土）
開場13：30～、開演14：00～

sところ 生涯学習館
s対象 町内在住の方
s定員 60名
s参加費 1,000円
s演奏団体
「バンド」 アロハ
・エコーズ、Ｍ
オハナ・ウクレ
レ・サウンズ、
スチール・ギタ
ー大坪　宏

「フラティーム」ア・ハラウ・オ
・レイラニ、ナプア・アイカネ

s申込方法 電話で１月４日（火）
から（先着順）
■問・■申 大磯生涯学習ボランティ
ア協会　曽根田宅　1（61）0399
依田宅　1（72）0705

無料で胸のレントゲンと歯科相
談、体脂肪測定などが受けられま
す（予約不要）。
sとき １月27日（木）９：30～
11：30、13：30～15：00

sところ 保健センター
s対象 16歳以上の方
■問 子育て介護課　1内線308

平成17年度大磯町英語指導助手
を次のとおり募集します。
s資格 英語を第１母国語とし、
大学卒業後、教職経験のある方

s年齢 35歳以下
s勤務場所 町教育委員会及び町
立幼稚園、町立小・中学校

s採用期間 平成17年４月１日～
平成18年３月31日（１年契約）

s受付期間 １月４日（火）～18日
（火）
※給与等その他詳細については、
お問い合わせください。
■問 学校教育課　1内線327

日本の文化としての短歌を学び、
移ろいゆく自然、折々の心を歌っ
てみませんか。
sとき １月29日（土）、２月５日
（土）、２月12日（土）、２月19日
（土）の計４回
各回とも14：00～15：30

sところ 生涯学習館
s講師 現代歌人協会会員・西行
祭選者　柳宣宏さん

s対象 町在住・在勤の成人20名
s参加費 無料
s持物 筆記用具
s申込方法 電話で１月７日（金）
から（先着順）

■問・■申 生涯学習館　1（61）0676

乳幼児や子育て中の親子が安心
して『話せる』『遊べる』広場です。
sとき ①１月18日（火）・２月８
日（火） ②１月26日（水）・２月
23日（水）
各回とも９：30～11：30

sところ ①横溝記念障害福祉セ
ンター　②岩田記念室内競技場

s対象 未就園児と保護者
■問 子育て介護課　1内線305

保育士による親子あそび、図書
館職員によるお話会を行います。
sとき １月21日（金）
９：45～11：30

sところ 保健センター
s対象 １歳～３歳までのお子さ
んと保護者

■問 子育て介護課　1内線308

高名な作曲家である小林秀雄氏
がピアノ演奏を交えつつ、音楽の
楽しさを語ります。また、町在住
の声楽家田中詩乃氏が小林氏の作
曲した作品を歌います。
sとき １月30日（日）
開場14：30～、開演15：00～

sところ 郷土資料館研修室
s対象 町内在住・在勤の方100
名（無料）

s申込方法
電話で１月
５日（水）か
ら（先着順）

■問 生涯学習
課
1内線323

ニューイヤーチャリティー
コンサート

結核健診と健康チェック にこにこくらぶ

英語指導助手の募集

親子あそびとおはなし会

こゆるぎコンサート
～小林秀雄　音楽を語る～

市民大学生涯学習講座
～短歌入門講座～

第48回大磯西行祭
献詠俳句・短歌募集
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sとき・内容
①２月９日（水）：成年後見制度
を知ろう

②２月17日（木）：痴呆の方への
接し方

sところ・時間
①②とも福祉センターさざれ石
13：30～15：30

▼対象 町内在住
者

■問・■申 大磯町基
幹型在宅介護支
援センター
1（61）4800

利用される方から見た明るい個
性のある店舗づくりに努力されて
いる中小商店の店舗コンクールを
実施します。
s応募資格 町内に店舗を営み、
資本の額または出資の総額が一
千万円以下で、従業員数が50人
以下の会社及び個人

※但し、応募数が少数の場合は中
止させていただきます。
s募集期間
１月11日（火）～２月10日（木）
■問・応募先
経済観光課　1内線264
大磯町商工会　1（61）0871

保健事業に従事する臨時職員を
募集します。
s職種 保健師
s資格 保健師免許を持ち、地域
保健事業に携わる意欲のある方

s勤務場所 保健センター
s採用期間 平成17年３月末～平
成18年６月（予定）

s受付期間
１月４日（火）～21日（金）
※給与等詳細についてはお問い合
わせください。
■問 子育て介護課　1内線309

私のための介護教室（痴呆編） 店舗コンクール参加店募集 保健師の募集

検診項目 検診日 場　所 定　員 受付時間 料　金 

乳がん 
1月27日（木） 保健 

センター 

先着120名（午前・午後各60名） 
※30歳以上の女性対象 
※50歳以上はマンモグラフィの併 
診ができます。（午前・午後各30名） 

午前 ９：00～10：30 
午後13：00～14：00

視　触　診　５００円 
マンモグラフィ　７００円 

８００円 

１,０００円 
男性　 ８：００～ ８：３０ 
女性　 ８：３０～１１：００ 

先着100名（午前・午後各50名） 
※25歳以上の女性対象 
先着１００名（各日５０名） 
※４０歳以上の成人対象 

1月19日（水） 
1月20日（木） 

子宮がん 

胃がん 

※乳がん・子宮がん検診は保育あり。（午前中）
※乳がん検診マンモグラフィーX線撮影は視蝕診を補う検診です。
該当年齢の方は併診をお勧めします。

※マンモグラフィ検診を15年度に受けた方はご遠慮ください。視
触診とマンモグラフィの併用検診は隔年で受けられます。

s受付　8：30～17：00（土日・祝日を除く）定員になり次第終了
◎申し込み・問い合わせ 子育て介護課　1内線308

１月のがん検診（予約申込み制）

内容・コース 定　員 

午前１０：００～１１：３０ 

午前１０：００～１１：３０ 

午後 １：３０～ ２：３０ 

午前 ２：３０～ ３：３０ 

２０名 

２０名 

２０名 

２０名 

①測定・試食・骨太体操・保育あり 

②測定・試食・骨太体操・保育なし 

③測定・試食・体力測定・保育なし 

④測定・試食・体力測定・保育なし 

腰椎レントゲン測定 

1,000円 

保健 

センター 

時　　間 場　所 料　　金 

※妊娠中、妊娠の可能性のある方は骨密度測定は受けられません。
※骨そしょう症の治療効果を測定するものではありません。
※骨そしょう症治療中の方は受けられません。
※腰を伸ばして仰向けになれない方は測定はできません。
※体を動かしやすいズボン等でおこしください。（測定用着替えの用意あります。）
※各コース開始10分前までにおこしください。
※町の骨密度測定はしばらく休止します。この機会をぜひご利用ください。
s受付・・1月17日（月）から　8：30～17：00（土日・祝日を除く）

骨太教室（骨密度測定付き） 2/7（月） 18歳以上の女性対象



左義長では、正月の飾り物などを
海岸に立つサイトに集め、その燃や
した火で団子を焼いて食べると、
風邪をひかないなどと言われてい
ます。
町観光協会では、手軽に団子焼

きが楽しめる団子セット（竿と団
子）200組を販売いたしますので、
どうぞご利用ください。
sとき １月14日（金）販売開始
13：30～

sところ 大磯駅前観光案内所
s販売価格 １セット500円
■問 大磯町観光協会（駅前観光案内
所内） 1（61）3300

道祖神（七所参り）を巡り、北浜
海岸の火祭会場（サイト）に案内し
ます。
sとき
【七所参り】
１月13日（木） 10：00～12：00

【サイトバライ】
１月14日（金） 15：00～17：00

sところ
大磯駅前集合（小雨決行）

sコース
大磯駅前～湘南の碑前～下町通
り～南下町（坂下、浜之町、大
泊、子の神）～北下町（中宿、浅
間町、大北）～山王町（日枝神社）
～長者町（道祖神）～北浜海岸
（9基のサイト）

s参加費 300円（保険料、資料代）
■問 観光案内所　1（61）3300
大磯ガイドボランティア協会
荒金宅　1（61）3057

1090（1656）7693

国指定重要無形民俗文化財
大磯左義長を探る

左義長の団子セットを販売

１月の日程表 休日急患診療 在宅当番医 
日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話 
1 
2 
3 
9 
10 
16 
23 
30

土 
日 
月 
日 
月 
日 
日 
日 

さだもとクリニック 
山田医院 
加藤クリニック 
相良内科クリニック 
湘南大磯クリニック 
二宮診療所 
住田医院 
横山医院 

内・消・リウ・アレルギー・小 
内 
内・循・小 
内・循・小 
内科のみ 
内・循・外・消・整 
内・小 
小・循・内 

二宮町二宮821 
大磯町大磯930 
二宮町百合が丘2－4－1 
大磯町大磯1270 
大磯町東小磯35 
二宮町二宮1305 
二宮町二宮122－8 
二宮町二宮1048－2

72－5737 
61－1625 
71－8443 
61－0378 
61－3109 
71－0201 
71－0179 
72－2580

火事と救急
11月の出動状況

消防車…18件（火災出動0、救助出動3、警戒出動0、その他出動15）
救急車…125件（急病70、交通事故25、一般負傷18、その他12） 14

まず、あなたの主治医の都合を聞いた
上でご利用ください。
診療時間厳守　・午前９時～12時

・午後２時～５時

休日当番医は、都合により変更となる
場合がありますので、事前に消防署へ
ご確認ください。

◎問い合わせ
大磯町消防署　1（61）０９１１
二宮町消防署　1（72）００１５

第34回町民武道大会（柔道）
《小学生低学年の部》
優　勝　奥田　智貴
準優勝　篠原　渓二郎
《小学生高学年の部》
優　勝　青木　周大
準優勝　尾崎　史
《中学生男子の部》
優　勝　堀口　覚
準優勝　平田　譲二
《高校・一般男子の部》
優　勝　熊澤　良忠
準優勝　岩崎　史洋
《女子の部》
優　勝　宮代　香澄
準優勝　伊藤　恵理子

第34回町民武道大会（剣道）
《小学生低学年の部》
優　勝　松浦　由季
準優勝　栗原　健志
《小学生高学年の部》
優　勝　松浦　巧
準優勝　鈴木　雅智
《中学生男子の部》
優　勝　成田　仁志
準優勝　竹内　雅弘
《中学生女子の部》
優　勝　大塚　真矢
準優勝　安藤　綾野
《高校一般の部》
優　勝　大塚　将史
準優勝　桑原　章

第34回町民武道大会（空手）
組手の部
《小学生１・２年の部》
優　勝　仲川　大貴
準優勝　和田　麻里
《小学生３・４年の部》
優　勝　岩崎　光毅
準優勝　川瀬　千尋
《小学生５・６年の部》
優　勝　福井　貴也
準優勝　岸本　直也

形の部
《小学生１・２年の部》
優　勝　神田　晃大
準優勝　仲川　大貴
《小学生３・４年の部》
優　勝　近藤　亘
準優勝　本木　耕平
《小学生５・６年の部》
優　勝　玉虫　可都良
準優勝　福井　貴也

第53回
町民秋季議長杯争奪野球大会
《Ａクラス》
優　勝　小餘綾倶楽部
準優勝　磯波クラブ
《Ｂクラス》
優　勝　山王サンライズ
準優勝　大磯町役場

11月３日（日）に町内で熱戦が繰り広げられました。結果
は次のとおりです。（敬称略）

スポーツ大会の結果

■問 生涯学習課　1内線324



気象情報
11月

最高気温　22.4度　最低気温　15.3度　平均気温　7.6度
総雨量　138.5mm15

精神保健に関する知識や情報を
提供します。
sとき １月18日（火）
13：30～15：30

sところ 障害福祉センター
■問 平塚保健福祉事所
1（32）0130

本・まんが・おもちゃなど、子
どもが喜びそうなものをご寄付く
ださい。また、気に入った物を10
円で買ってください。収益は町の
福祉に役立てていただきます。
sとき １月23日（日）（雨天決行）
10：00～13：00

sところ 大磯中学校
s内容 子ども10円バザー、もち
つき大会等

s参加方法 寄付する品物を１つ
以上と袋をお持ちください。

■問 ガールスカウト神奈川県
第95団　平宅　1（61）2028
小野宅　1（71）3654

家族教室のお知らせ 10円玉の大行進ゆずります！ゆずってください！

不用品登録情報
○ゆずります
冷蔵庫、ステレオセット、押
入れタンス、学習机用いす、
アコーディオン、ペットラン
ド

s不用品の登録や斡旋の受付
８：30～17：00

○不用品登録状況はホームペー
ジでもご覧いただけます。

○交渉は当事者同士でお願いし
ます。

○ご連絡をいただいてもすでに
取引が成立している場合もあ
りますのでご了承ください。

■問 地域協働課　1内線237

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 問い合わせ 

相談のご案内［１月］ 

人 権 相 談  

行 政 相 談  

法律相談（予約制） 

消費生活相談 

心配ごと相談 

電話教育相談 

ヤングテレホン 

１３日（木） 
１３時～１６時 

６日（木）・１３日（木） 
１３時～１６時 

１８日（火） 
１３時～１５時３０分 

毎週月曜日～金曜日 
９時～１６時３０分 

毎週月曜日～金曜日 
８時３０分～１７時 

毎週水曜日・金曜日 
９時～１５時３０分 
（ただし、祝日は除きます） 

福祉センター 
「さざれ石｣ 

大磯町立小磯幼稚園内大磯町適応指導教室 

社会福祉協議会 
1（６１）９３９０ 

地域協働課 
1内線２３７ 

1（６１）８７９５ 

生涯学習課 
1内線３２３ 

家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめ事、いじめ、体罰等 

人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談 

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象･･･園児・児童・生徒と保護者 

いじめ・不登校・非行等、電話による相
談　対象･･･青少年と保護者 

年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対策など国の行政に対する苦
情・意見・要望等 

相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・
債務等、日常生活の中の法律的な問題 

物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

※注意　消費生活相談、電話教育相談、ヤングテレホンは、いずれも12時～13時の間はお休みします。 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は１
　月４日（火）からです。 

役場町民相談室 
※二宮町消費生活相談窓
　口でも相談できます。 
1（７０）３１６３　月・木曜日
９時３０分～１５時３０分 

会議開催のお知らせ

教育委員会定例会
1月26日（水）９時30分～
生涯学習館

■問 学校教育課　1内線322

農業委員会総会
1月25日（火）13時30分～
国府支所２階　会議室

■問 農業委員会　1内線358

１月１３日（木） 
　　１７日（月） 
　　１９日（水） 
　　２３日（日） 
　　２５日（火） 
　　３１日（月） 
　　  ７日（月） 
　　  ８日（火） 
　　１４日（月） 
　　１６日（水） 
　　２１日（月） 
　　２２日（火） 
　　２４日（木） 

国府支所 
国府新宿福祉館 
石神台公民館 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
保健センター 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府支所 
石神台公民館 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
保健センター 

１３：３０～１５：００ 
１３：３０～１５：００ 
１３：３０～１４：３０ 
１５：００～１６：３０ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１３：３０～１４：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 

骨太体操講習会 
月　日（曜日） 場　所 時　間 

消防情報ダイヤル1（61）5151
● 消防車の出動情報、休日当番
医情報は、こちらでご確認をし
てください。通常は、防災情報
（内容は毎月変わります。）が聞
けます。

■問 消防署　1（61）0911
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町の人口と世帯
12月１日現在

人口 32,510（＋23） 男 15,872（＋12） 女 16,638（＋11）
世帯 11,733（＋20） （ ）は前月比 16

●シクラメン
（11月29日）

出荷前の花畑（生沢）

今年も鮮やかに色づきました。
小雨が降る中、力走がみられました。

●第51回
おおいそ
文化祭

（11月27日）

●郷土資料館の
紅葉

（12月8日）

●第43回町民
ロードレース
大会

（12月12日）

大滝
おおたき

桃寧
ももね

ちゃん　平成11年10月19日生

七央洋
な お み

くん　平成15年３月１日生
洋嗣さん、玲子さんの長女・長男

ケンカもするけど、
おねえちゃんの指
導のもと、お砂場
遊びは上手です！

※このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
◎問い合わせ
企画室　1内線２０７
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大磯の左義長は、セエトバレエ、どんど焼き、道
祖神祭りなどさまざまな名で呼ばれる小正月の行事
で、平成９年に国の重要無形民俗文化財に指定され
ました。
１月14日早朝、下町と呼ばれる地域では、町内各
所に立てられていた大松やオンベ竹をはじめ、道祖
神に集められた正月のお飾りや縁起物を浜に運んで
セエトと呼ぶ大きな塔を立てます。夜になるとセエ
トを燃やし、ダンゴを焼いて食べます。また、傍ら
では、ヤンナゴッコと呼ばれる珍しい綱引き行事も
行なわれます。新しい年を迎えるにあたって厄をは
らい、幸せをもたらす行事です。
sとき １月14日（金）
セエトの火入れは午後７時頃

sところ 北浜海岸

◎問い合わせ 郷土資料館　1（61）4700

多くの芸術作品が会場を埋めつくしてい
ました。


